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GSC 東京国際会議 2003 プログラムの構成と要点

“化学技術の革新を通して「人と環境の健康・安全」を目指し、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　持続可能な社会の実現に貢献します。”  （021212）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                                                                

	日時
	時　　間
	項　　　目
	内　　　　　　　　　　容

	3/13

(木)


	8:00 -10:00
	登録手続

	
	10:20 - 11:00

開会式
	組織委員長挨拶
	本国際会議の

経緯・意義・期待
	山本 一元
	日
	GSCN･JCII会長

旭化成代表取締役社長
	

	
	
	祝辞(３)
	GSC活動への期待
	(Leiv Sydnes)
	
	IUPAC, Vice President

Bergen大学
	

	
	
	
	
	吉川 弘之


	日


	日本学術会議議長、

産総研理事長
	

	
	
	
	
	南川 秀樹
	日
	環境省

環境保健部長
	

	
	11:00 - 12:30
	プレナリ－１

基調講演
	世界的視野での産業技術開発GSC推進の重要性
	M. Fitzpatrick
	米
	Rohm＆Haas, President

IUPAC/CHEMRAWN14大会長
	RH:米国最大のスペシャルティケミカル会社

	
	
	
	官の立場からのGSC推進に向けたビジョン
	西出 徹雄
	日
	経産省

中国経済産業局長
	1998年の米GC&Eでも日本のGSC関連政策を講演

	
	12:30 - 14:00
	昼食

	
	14:00 - 15:30
	プレナリ－２

経営者のビジョン
	大手化学会社におけるGSC活動の経営上の位置付け、先導的役割について
	B. Cue
	米
	Pfizer

Vice President
	新薬開発をリードする医薬品会社(世界ベスト５)

	
	
	
	
	D. Nissen
	独
	BASF

Asia地区President
	世界をリードする総合化学会社

	
	
	
	
	香西　昭夫
	日
	住友化学会長
	日本を代表する総合化学会社

	
	15:30 - 15:50
	休憩

	
	15:50 - 17:20
	セッション-１

学術講演（１）


	合成化学、高分子化学

化学工学の各分野学術的指導者のGSC展開に向けたビジョン
	R.Sheldon 
	蘭    
	デルフト 大学
	E-ファクタ－、アトム効率の提唱者

	
	
	
	
	A. Steinbuechel
	独
	Muenster 大学

	生分解性プラスチック

（PHAの生合成）

	
	
	
	
	小宮山 宏
	日
	東京大学
	化学工学会会長

「知の構造化」提唱者

	
	17:20 - 18:00
	休憩
	


	3/13

(木)

	時　　間
	項　　　目
	内　　　　　　　　　　容

	
	18:00 -20:00
	セッション-２

教育・啓発

（一般公開討論）

非登録者も含めた公開セッション。
	各国、地域の実情・考え方の発表及び討論。

中・高校の教員・学生、自治体など環境教育・啓発に取り組んでいる関係者にGSC活動の重要性を認識してもらう。
	柘植 秀樹（座長）
	日
	慶応義塾大学
	GSCN 教育グループ座長



	
	
	
	
	J. Warner
	米
	マサチューセッツ 大学
	米国GC教育の指導者

	
	
	
	
	J. Clark
	英
	York 大学　
	英国GC教育の指導者

	
	
	
	
	荻野 和子
	日
	東北大医療短大
	GSCN 教育Gの活動

化学会教育部会の活動

	
	
	
	
	T.H. Lee
	韓
	Yonsei Univ.
	韓国化学工学会の重鎮

	3/14(金)

3/14(金)


	9:00 -10:50
	セッション-３

ＧＣ／ＧＳＣ

受賞者講演
	各国GSC賞 注１）受賞者による受賞対象技術内容。


	金田 清臣
	日
	大阪大学
	ヒドロキシアパタイトを用いた触媒

	
	
	
	
	小西 蒴一
	日
	日本ペイント
	水性リサイクル塗装システムの開発

	
	
	
	
	都築 博彦
	日
	富士写真フイルム
	水系溶媒による熱現像感光材料

	
	
	
	
	C. Strauss
	豪
	Monash 大学
	電磁波を利用した化学合成

	
	
	
	
	P. Gruber
	米
	Cargill-Dow
	植物由来ポリマー（PLA）の事業開発の先駆的メーカー

	
	
	
	
	I. Dobson
	英
	BP
	GCNの推薦

	
	10:50 - 11:10
	休憩

	
	11:10 - 12:30
	セッション-４

産学連携の成果
	産学連携によって開発され実用化されたGSC技術の実例　
	P. G. Rieger
	独     
	Stuttgart 大学
	DECHEMMAの推薦

	
	
	
	
	L. Rothman
	米
	SC Fluids Inc.
	Los Alamos国立研／SC　Inc.

	
	
	
	
	X. H. Wang
	中
	CIAC
	CO2を原料とした Polymer合成技術

	
	
	
	
	佐用　昇
	日
	高砂香料
	不斉合成触媒の実用化

	
	12:30 - 14:00
	昼食

	
	14:00 - 15:40
	セッション-５

産業講演（実践）　
	個別企業でのGSCの実践

取り組みの具体的内容

　
	J. Joosten　　
	蘭
	DSM
	DSM：オランダの総合化学会社

	
	
	
	
	田中　栄司
	日
	三菱化学
	化学企業のGSCへの取り組み

	
	
	
	
	（交渉中）
	日
	トヨタ自動車
	環境関連でも世界のリーダー企業

	
	
	
	
	（交渉中）
	米
	Bristol Myers Squib 
	GCNの推薦

	
	15:40 –16:00
	休憩

	
	16:00- 18:00
	セッション-６

GSCの評価尺度

注２)
（パネル討論）
	GSC評価尺度の捉え方、

今後国際協力による共通尺度構築の可能性などについての討議
	安井　 至（座長）
	日
	東京大学
	GSCN　評価尺度G座長

	
	
	
	
	P. Norling
	米
	RAND･/Du Pont
	RAND:シンクタンク

	
	
	
	
	H. Klueppel
	独
	Henkel技術顧問
	Henkel：表面処理剤他のグローバル企業

	
	
	
	
	S. Sikdar
	米
	EPA
	AIChEの推薦

	
	時　　間
	     項　　　目       
	内　　　　　　　　　　容

	
	～ 18:00
	 セッション-６
	前ページの続き
	(A. Curzons)
	英
	GlaxoSmithKline
	社内評価法を積極的に発表

	
	
	
	
	指宿　尭嗣
	日
	産総研
	環境管理研究部門長

	
	18:00 - 18:30
	休憩

	
	18:30 - 20:30
	2002年度GSC賞受賞式　（受賞内容はパネル展示）

レセプション　

	3/15(土)
	10:00 - 13:30
	ポスター発表＆昼食　＜講演なし、メインホールは他団体が使用＞

	
	13:30 - 14:50
	セッション-７

学術講演（２）
	GSC研究開発の最先端
	C.J. Li
	米
	Tulane U.
	水存在化の有機合成（GCI推薦）

	
	
	
	
	N. Bruce
	英
	U York
	Biosynthesis（GCN推薦）

	
	
	
	
	H. Putter
	独
	BASF
	電気化学的合成（DECHEMA推薦）

	
	
	
	
	P.Wasserscheid
	独
	Inst Tec Chem Aachen
	イオン性液体（DECHEMA推薦）

	
	14:50 - 15:10
	休憩

	
	15:10 - 16:50
	プレナリ－３

GSCの将来展望
	学界、産業界を代表したGSCの重要性・展望
	R. Breslow
	米
	Columbia 大学
	学界としてのGSCへの取り組み

展望、教育の重要性

	
	
	
	
	T. M. Connelly
	米
	Du Pont
	産業界のGSCへの取り組み

再生可能資源の重要性

	
	16:50 - 17:10
	プレナリ－４

GSC東京宣言
	国際連携の重要性、今後の展開、次回開催予告
	P. Anastas,

村橋 俊一
	米

日
	組織委員会・IAB合同委員会

	
	17:10 - 17:20
	閉会式
	会議のまとめ、

閉会の辞
	御園生 誠
	日
	工学院大学


	GSCN 運営委員長

	
	17:20
	解散


注1） 優秀なGSC活動を行った人及び団体が、米国では大統領より、英国及び豪州では化学会より、日本はGSCネットワークより、それぞれ

1回/年の頻度で表彰される。

注２）製品に係わる資材の調達から製造、使用、廃棄、リサイクルなどのすべてのプロセスにおいて、環境への負荷を定量的かつ客観的に評価する手法。
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